
事 　 業 　 概 　 要

佐世保市日野町

橋梁架替え３基（日野橋、牽牛崎橋、前平橋）、橋詰広場２箇所

市街地を流れる河川の改修及び関連施設の整備工事

（護岸の構築、橋梁の架替え、余地部（橋詰広場）の整備）

【日野川河川改修事業（橋梁３基及び周辺整備）】

①親水整備により、川への意識やふれあいの機会を高めることも考えてはどうか。

②小中学校の通学路でもあり、橋詰に生徒や地域住民が利用できる広場を設けてはどうか。

③橋詰や管理用道路も含め、全体的な空間デザインを考えてはどうか。
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　佐世保市の郊外に位置する副次核的な市街地である。住宅団地や小中学校、商業施設、医療施設などが立地

し、日常的に多くの住民が往来しているほか、西海国立公園の中核施設であり、九十九島観光の玄関口である

西海パールシーリゾートにも近い。

河 川 市街地を流れる川に、

自然とふれ合える憩いと交流の空間を創出
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地 域 の 特 徴

専 門 家 の 意 見

橋梁３橋の整備状況

河川改修

石 張 り 広　　場 親 水 性

橋　　梁 高　　欄

生物多様性

【整備のポイント】

【整備前後】

【親水広場の検討】

配 慮 し た 点

Ⅰ 広場を階段状にし、親水性を創出した。（意見①）

Ⅱ 沿道は通学路となっていることから利用しやすいつくりとした。（意見②）

Ⅲ 橋詰は地域住民の交流場となるようにした。（意見③）

橋詰の余分地に広場を整備することとし、最も大き

い箇所は階段状の親水広場とした。（意見②）

親柱、高欄等の橋梁付属物はシンプルながらデザイ

ン性の高いものを選定した。（意見③）

▼

▼

親水広場：人と人、自然と地域が

　　　　　ふれあう広場

日野川と県道１１号の交点に位置する

ことから、川との一体性を演出すると

ともに、地域住民の交流の場として位

置づける。

素 案 １ 素 案 2

▼

護　　岸 整備前

（牽牛崎橋）

整備前

（旧上椎木橋）

整備前

（旧椎木橋）

整備後

（牽牛崎橋）

整備後

（前平橋）

整備後

（日野橋）
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ま 　 　 と 　 　 め

・視野を広げて考え、周辺の自然環境とも調和する落ち着いた色を選定。橋詰の整備が橋の価値を高めている

　事例である。


